
団
員
を
乗
せ
た
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
と
保
護
者
の
車
は
午
後
１
時

に
郷
社
を
出
発
し
、
約
１
時
間

30
分
で
目
的
地
の
神
石
高
原
町

阿
下
の
星
居
山
森
林
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
（
標
高
７
４
９
ｍ
）
へ

到
着
。
記
念
撮
影
後
、
さ
っ
そ

く
テ
ン
ト
張
り
。
続
い
て
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
用
の
薪
を
組

み
、
夜
に
備
え
た
。

午
後
４
時
30
分
か
ら
夕
飯
の

準
備
を
開
始
。
火
起
こ
し
の
熱

さ
、
目
に
し
み
る
タ
マ
ネ
ギ
切

り
な
ど
に
悪
戦
苦
闘
す
る
一
幕

も
あ
っ
た
が
、
学
年
別
カ
レ
ー

調
理
も
飯
ご
う
炊
飯
も
上
々
の

出
来
。
午
後
６
時
過
ぎ
か
ら
の

食
事
タ
イ
ム
で
は
、
協
力
度
満

点
の
達
成
感
が
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

の
味
を
一
層
引
き
立
た
せ
、
皆

の
表
情
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
で

は
、
炎
の
明
か
り
で
一
人
ひ
と

り
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
と
雰

囲
気
は
一
気
に
ア
ッ
プ
。
片
足

相
撲
や
花
火
な
ど
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
、
予
定
通
り

午
後
９
時
に
閉
会
し
た
。

翌
日
は
午
前
６
時
に
起
床
。

ラ
ジ
オ
体
操
後
、
広
島
県
の
北

東
部
で
一
番
高
い
星
居
山
の
頂

上
へ
登
り
、
少
し
ガ
ス
が
か
か

っ
て
い
た
展
望
台
で
３
６
０
度

の
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
ん
だ
。

午
前
９
時
か
ら
今
回
の
キ
ャ

ン
プ
の
目
玉
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ

と
陶
芸
を
体
験
し
た
。
ツ
リ
ー

イ
ン
グ
は
、
ロ
ー
プ

を
使
っ
て
木
に
登
る

森
の
ス
ポ
ー
ツ
。
最

初
こ
そ
戸
惑
っ
て
い

た
団
員
も
、
手
足
で

ロ
ー
プ
を
巧
み
に
操

っ
て
登
る
コ
ツ
を
徐

々
に
覚
え
、
面
白
さ

と
爽
快
さ
を
満
喫
し
た
。
陶
芸

作
品
は
倉
掛
文
化
祭
に
出
品
す

る
予
定
。

最
後
の
昼
食
で
は
涼
感
た
っ

ぷ
り
の
流
し
そ
う
め
ん
を
味
わ

い
、
快
適
に
過
ご
し
た
２
日
間

の
高
原
生
活
を
終
え
、
午
後
３

時
30
分
ご
ろ
井
原
へ
戻
っ
た
。

健
康
を
テ
ー
マ
と
し

た
サ
ロ
ン
あ
す
は
・
ふ

れ
あ
い
交
流
会
が
６
月

22
日
、
会
員
ら
40
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
10
人
は
午
前
９
時

に
井
原
公
民
館
へ
集
ま

り
、
参
加
者
へ
配
る
柏

餅
約
１
０
０
個
を
作
る

の
に
大
わ
ら
わ
。

一
方
、
つ
ど
え
～
る

で
は
講
師
の
保
健
師
・

奥
田
絵
美
氏
が
、
介
護

予
防
に
は
有
酸
素
運
動

や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

栄
養
が
大
切
な
ど
と
説
明
し
、

健
康
体
操
を
全
員
で
行
っ
た
。

閉
会
後
、
つ
ど
え
～
る
登
録

団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る
井
原

放
送
の
番
組

つ
ど
え
～
る
通

信

に
使
う
ビ
デ
オ
の
収
録
も

行
わ
れ
た
。
（
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
検
索
「
つ
ど
え
～
る
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
視
聴
可
）

サ
ロ
ン
あ
す
は
は
７
月
20
日

に
も
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開

き
、
福
祉
関
係
の
芝
居
を
得
意

と
す
る
「
ご
近
所
さ
ん
ず
」
が

迫
真
の
演
技
を
披
露
し
、
会
場

は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。
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（１）

〈 発行所 〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／片岡宏文

〈 編 集 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

井
原
放
送
「
つ
ど
え
～
る
通
信
」

宮
島
登
山
追
加
募
集

倉
掛
少
年
団
が
広
島
県
神
石
郡
神
石
高

原
町
の
星
居
山
（
ほ
し
の
こ
や
ま
・
標
高

８
３
５
ｍ
）
森
林
公
園
で
７
月

15
～
16

日
、
一
泊
二
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
。

「
ワ
シ
ら
は
郷
社
や
高
屋
の

八
幡
様
、
木
之
子
町
の
神
社
で

キ
ャ
ン
プ
を
し
た
。
こ
の
団
歌

も
よ
く
覚
え
と
る
で
」
と
話
す

の
は
、
本
年
度
（
満
年
齢
で
）

70
歳
の
古
希
を
迎
え
る
昭
和
22

年
生
ま
れ
組
の
人

た
ち
。

今
年
７
月
、
少

年
団
の
倉
庫
を
整

理
し
て
い
た
渡
辺

大
輔
育
成
会
長
が

「
倉
掛
少
年
団
の

歌
」
の
録
音
テ
ー

プ
を
見
つ
け
、
キ

ャ
ン
プ
で
団
員
に

聴
か
せ
た
の
が
こ

と
の
始
ま
り
。

そ
の
後
、
団
歌

は
倉
掛
自
治
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
少
年
団
Ｏ
Ｂ
ら
が
「
懐
か

し
い
な
あ
」
と
、
往
時
の
活
動

を
振
り
返
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
「
初
代
団
長
は

誰
？
」
、
「
１
９
８
５
年
６
月

８
日
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
歌

を
吹
き
込
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い

る
久
松
ヒ
デ
さ
ん
は
、
い
っ
た

い
ど
こ
の
人
な
の
か
？
」
と
新

た
な
疑
問
も
浮
上
。

そ
の
後
の
調
べ
で
こ
の
団
歌

は
、
当
時
井
原
小
学

校
の
教
員
だ
っ
た
為

重
大
五
先
生
が
作

詞
、
中
山
桂
次
先
生

が
作
曲
さ
れ
た
こ
と

ま
で
分
か
っ
た
。

こ
の
夏
、
58
年
前

（
昭
和
34
年
）
の
倉

掛
少
年
団
発
足
当
時

を
知
る
元
団
員
ら

は
、
団
歌
を
ネ
ッ
ト

で
聴
き
な
が
ら
、
初

代
育
成
会
長
の
故
大

久
保
格
氏
や
キ
ャ
ン

プ
の
体
験
、
郷
社
で
の
運
動
会

な
ど
、
数
々
の
遠
い
記
憶
を
よ

み
が
え
ら
せ
て
い
る
。

「
♪
昇
る
朝
日
に
ほ
お
染
め

て

み
な
ぎ
る
力
健
康
の

野

山
を
駆
け
る
足
音
は
…
」

倉

掛

山

岳

同

好

会

サロンあすはの活動を支えるボランティアスタッフ

７０歳のＯＢ「覚えとるで」

よ み が え る 遠 い 記 憶

サ
ロ
ン

あ
す
は

井原→笠岡ＩＣ⇒廿日市ＩＣ
(6:30)

→宮島口～宮島桟橋…弥山登
(9:00)

山（約３時間）…宮島（入浴
(13:00)

昼食自由散策）…宮島桟橋～
(15:00)

宮島口→廿日市ＩＣ⇒笠岡Ｉ

Ｃ→井原(18:00着予定)

【と き】９月１７日（日）

【会 費】１４，０００円

【申 込】申込書と申込金１万円をつどえ

～る（渡辺）へご持参下さい。

0866-62-9090（つどえ～る）
【その他】天候等で変更中止する場合があ

ります。

【連絡先】090-7890-6299（渡辺研一）

090-2005-5265（山本勝己）

090-8994-7539（谷 和政）

倉掛山岳同好会では９月

１７日、下記のとおり広島

県宮島の弥山（５３５ｍ）

登山・日帰りツアーを計画

しております。

バスの席に若干の余裕が

ございますので、参加者を

追加募集いたします。奮っ

てご参加ください。

少

年

団

キ

ャ

ン

プ

「ここまで登れたよ」

よく食べよく遊んだ神石高原キャンプ＝７月１５日



井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

が
、
第
２
回
目
と
な
る
つ
ど
え

～
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
を
８

月
26
日
～
27
日
に
開
催
す
る
。

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
様
々
な

市
民
団
体
の
活
動
を
広
く
市
民

へ
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
つ
ど

え
～
る
登
録
団
体
の
情
報
共
有

と
交
流
促
進
を
図
り
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
活
力
向
上
を
目
指
す

パ
ネ
ル
展
で
、
テ
ー
マ
は
「
私

た
ち
か
ら
地
域
へ
」
。

つ
ど
え
～
る
関
係
者
は
「
倉

掛
自
治
連
合
会
や
サ
ロ
ン
あ
す

は
も
写
真
等
を
出
展
し
ま
す
。

飲
物
サ
ー
ビ
ス
も
有
り
ま
す
の

で
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。
無
料
。

見
学
時
間
は
午
前
９
時
～
午

後
６
時
ま
で
。
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
。

真
夏
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
・
第
３
回
経
ケ
丸
地
獄
マ
ラ

ソ
ン
（
主
催
＝
高
屋
Ｒ
Ｃ
）
が

８
月
６
日
、
子
守
唄
の
里
高
屋

駅
か
ら
井
原
町
清
迫
に
至
る
林

道
を
往
復
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
「
ま
さ
に
地
獄
コ
ー
ス
17

㎞
」
と
「
地
獄
の
入
口
コ
ー
ス

８
㎞
」
の
２
部
門
に
、
倉
掛
の

男
女
を
含
む
約
40
人
が
出
場
し

た
。午

前
９
時
30
分
か
ら
の
開
会

式
で
主
催
者
を
代
表
し
て
高
木

完
二
さ
ん
が
「
こ
の
コ
ー
ス
は

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
が
で
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
地
獄

へ
行
か
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
挨
拶
し
、
同
10
時
に

一
斉
ス
タ
ー
ト
。

高
屋
市
街
地
以
外
は
す
べ
て

坂
道
と
い
う
難
コ
ー
ス
で
ホ
ッ

ト
な
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
た
結

果
、
17
㎞
部
門
で
は

神
辺
町
の
西
本
晴
雄

さ
ん
が
２
年
連
続
総

合
優
勝
。
倉
掛
地
区

の
男
女
２
人
（
写

真
）
も
健
闘
し
て
そ

れ
ぞ
れ
上
位
に
入
っ

た
。

▽
男
子
17
㎞
コ
ー
ス

⑤
渡
邉
伸
太
郎
１
時

間
39
分
14
秒
▽
女
子

17
㎞
コ
ー
ス
②
川
上
景
子
１
時

間
58
分
30
秒
（
以
上
倉
掛
関
係

分
・
敬
称
略
）

つ
ど
え
～
る
で
は
、
地
域
活

動
を
実
践
し
て
い
る
団
体
を
再

評
価
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
支
援
組
織
の

あ
り
方
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

◇

◇

【
と
き
】
９
月
10
日
（
日
）

【
会
場
】
つ
ど
え
～
る

【
対
象
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
他
地
域
活
動
関

係
者
・
大
学
関
係
者

【
参
加
費
】
無
料

【
締
切
】
８
月
31
日
（
木
）

【
窓
口
】
つ
ど
え
～
る

【
主
催
】
岡
山
県
ゆ
う
あ
い
セ

ン
タ
ー

【
共
催
】
つ
ど
え
～
る

【
後
援
】
笠
岡
市
・
倉
敷
市
・

井
原
市
社
協

◇

◇

13
：
30

開
会

13
：
40

基
調
講
演
「
地
域
活

動
の
魅
力
と
再
評
価

に
つ
い
て
」

岡
山
大
学

前
田
芳
男
教
授

14
：
50

事
例
報
告
①

井
上

輝
彦
氏

15
：
10

事
例
報
告
②

三
村

信
介
氏

15
：
30

事
例
報
告
③

沖
村

舞
子
氏

15
：
50

ア
ド
バ
イ
ス

貝
原

博
子
氏

16
：
00

閉
会
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8/26～27 つどえ～るフェスタ2017

9/ 2  倉掛少年団育成会・役員会

9/ 3  井原分団第３部試運転日

9/ 3  倉掛地区敬老会

9/ 9  倉掛少年団育成会・定例会

9/10  まちづくりセミナーin井原

13：30～つどえ～る

9/10  井原中学校体育会

9/16  倉掛自治連合会・役員会

9/17  倉掛山岳同好会 宮島登山

9/17  欅の杜 杜の市 （門田町）

毎月第３日曜日9:00～12:30

9/24  ３世代交流グラウンドゴルフ

10/ 1  井原市民体育祭

10/ 1  井原分団第３部試運転日

10/22  井原町秋季大祭

- - - - - - - - - - - - - - - - -

※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

※つどえ～るカフェ（祝祭日は休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

◆ 行 事 予 定 ◆

井原町盆踊り大会が８月１４日、井原公民館
で行われ多くの町民や帰省客らで賑わった。

子どもから大人まで幅広い年齢層の人たち
が井原音頭などの曲に乗って踊りに参加。会
場にはアイスクリームや輪投げなどの夜店が
並び、各自治連合会や少年団育成会、消防団
の役員らが対応に追われた。踊りに参加した
人には、お楽しみ抽選会の番号入りうちわの
プレゼントがあった。

■井原町盆踊り大会

つ
ど
え
～
る

参
加
者
募
集

倉 掛 ほ っ と 情 報

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

つどえ～る
フ ェ ス タ

経
ケ
丸
地
獄
マ
ラ
ソ
ン

倉

掛

自

治

連

ら

24

団

体

が

出

展

倉
掛

Ｐ
Ｃ

in
井
原

昨年８月のつどえ～るフェスタ２０１６の様子

渡邉伸太郎さん（倉掛１５－１組）

川上景子さん（倉掛１３－１組）

心地よい香りを楽しむラベンダ

ースティック作成講座がつどえ～

るで６月２５日、倉掛パソコンク

ラブの会員ら約１０人が参加して

開かれた。

講師の三村さんからラベンダー

数本を束ねてリボンで編み上げる

方法を教わり、約１時間で２～３

本を仕上げ各自持ち帰った。

カレンダーやボールペンに花を

あしらう押し花講座は８月５日午

後にあり、長田講師に基本的なこ

と聞いてから、台紙へ彩り鮮やか

な花々を置きラミネート加工する

と、こちらも約１時間で完成。参

加したメンバーは「手軽にできて

楽しい」と、お互いの作品を見せ

合っていた。


